
み毎 さんの隔れ 1亀 ホ)ぢ cl・ 布政 に属 tナ ます/

て
い
た
だ
き
孝
し
た
中
村
あ
ざ

こ
で
す
。
私
は
、
こ
久
ま
で
日

本
書
確
党
ホ
貧
機
曇
回
の
多
翡

属
で
の
球
動
な
旨
ｔ
金避
し
て
、

嫌
質
な
争
担
一が
市
民
娃
導
に
の

し
，
か
、
マ
レ‐
Ｓ
こ
と
ｔ
実
感

し
ま
し
た
。
福
祉
色
た
生
し
‐

ュぶ
ら
し
〓
芝
え
ら
市
疎
ｔ
か
ざ

し
た
い
て
思
い
棋
守
ノ。
ま
た
、

薄

亀

探

嘗

場

算

の
球
雌
化
に
大
き
二
経
動
ｔ
果

ｔ
す
と
島
い
ま
す
。
ホ
島
の
哲

薩
お
一番
ら
し
，
支
え
ら
準
早
慮

illil

三暮

ち
に
げ
縁
く
ベ
ッ
ク

ミ
ラ

ー
を

見

な

ら

ミ
゛
ラ

１

０
ふ
Ｔ
に

逸

分
が
見
わ

ま
ぷ
よ
ミ
呑
丁
り
１

よ

く
見

た
ち

他
人
だ
√
お
だ
ザ

り え
かυき
と せ

il:



,4。 9./ο     壁看相 謡はおユ[軽 1・ Ogo-1牛 :5-3q夕 l穆 怒 な ふ 憮 主ィ (2)

Ｊ
ん
気
細
歌
出
」屋
証
市
長
皇
肇
「

星
花
市
長

の
前
稽
姦
明
は
、

鐘
琴
そ
訴
え
て
き
た
産
業
ケ
」元

気
にす
ら
、
密
〓
脅
つ
に
す
３
．

人
ｔ
一ん
気

に
す

ろ
と

い
つ
「
３

つ
い
紗
飛
」
十
品
蔦
累
し
、
「
一″

気
和
勲
山
高
」
ふ
『
て
い
く

な
い
う
こ
と
で
ヽ
そ
係
ぞ
れ
の

静
％
ｔ
ａ
げ
ま

し
た
。
日
計
じ

い
の
は
、
産
業
鷲

馨ご

つ
い
て

糠
澤
俸
制
の
制
定

に
解
り
蘊
む

と
い
つヽ
占
冨

ふ

。中
学

に
■
ア

コ

／ヽ
半
詳
ず
ト
イ
レ
存
，
ｔ
計

Ｏ
的
に
基
評
置
■
５

ヒ
ｔ
ヽ
、
つ
点
で

す
。
や

っ
い
な
ヒ
思

っ
た
い
時

絆
だ
中

の
鰤
地
ｔ

よ
ち
み
が
ニ

生

の
「
む
爆
制
し
に
ｔ
た
い
て

い
う
こ
と
。
Ｆ
鵡
曝
利
」
と
ｔ

う
と
、
リ
ン
ー
ト
づ

．
関
督
船

堵

、
地
下
鮭
亀

脅

曇

被

で
に

棲
わ
れ
ま
レ
た
が
、
い
ず
ネ
ｔ

不
蒋
淑
ら
い
は
譲
燿
し
た
記
福

智
鍛
ｔ
や
す
か
ま

し
た
，

山
Ｂ
地
豚
な
れ
に
く
さ
ん
の

膀
鍮
店

が
ょ
＞ヽ
≦
こ
た
が
、
北

知
の
た
轟
だ
設
計
山
に
、
春
っ

た
ぐ
鶴
索
な
か
，
た
点
も
、
ど

う
が
な
ど
β
し、
去
レ
た
。
一一の

尾
花
市
長
は
、
割
市
長
の
選

任
に
つ
い
て
、
こ
水
■
で
０
２

人
（ホ

・
回
）
総
つヽ
―
ス
（
目

）
に
し
た
い
て
提
掌
し
た
い
は
，

織
輌
去
え
秀
（
罐
歳
）
で
、
自

綸
若
暮
円
後
す
０
に
ふ
颯
県
ヘ

２
年
、
日
嘔
展
り
牛
仁
崚
嘱
石

手
ｅ
で
３
年
、
回
で
２
年
し
Ｒ

菅
識
県
で
３
年
、
ａ
し
上
旨
驚

治
維
に
つ
い
て
、
９
目
議
蜃
の

ポ
寿
賞
餞
で
私
‐
ひ
ふ
む
席

妻
乞
彗
き
た
い
ど
３
い
ま
す
。

り
福
島
暉
で
４
年
、
昨
Ｌ
港
ほ

讐

Ｔ
袋
曰
懲

た

警

企
画
讐
企
画
課
長
む
っ
た
‘
”

つヽ
，
卸
彩
な
・
経
睫
の
本
で
主

動
市
長
い
釜
だ
に
っ
房
て
、

日
本
書
危
党
の
森
下
さ
ち
≫
市

議
い
轄
畢
‘
尾
花
市
長
の
り
鼻

の
曇
占
誌
輩
Ｑ
と
か
り
で
可

（
管
凝
′
問
）
①
副
市
長
ｔ

鎧
“
す
ュ
晏
袢
的
鐙
乃
ん
あ
、

②
（
自
吼
選
任
の
目
的
豊
藝
ヤ

〇
寿
ぜ
目
の
菫
質
な
の
か
。

（
答
や
ｙ
劉
市
長
に
は
‐
瓢

の
意
自
ｔ
筆
幸
ん
、
お
雄
役
ヒ

し
て
録
黎
濠
び
企
画
ｔ
つ
夕
さ

い
Ｓ
こ
と
が
で
き
、
私
ｔ
嗜
権

し
て
い
こ
ま
で
も
，
た
て
く
水

ｇ
κ紡
夕
ふ
き
わ
し
い
と
考
え

て
い
る
。
今
、
和
歌
出
市
に
ヒ

っ
て
大
キ
なヽ
チ
ャ
ンヽス
が
劉
来

し
て
日
３
と
き

た
て
い
３
ｏ
そ

潔
は
、
日
Ｑ
慮
長
幹
略
炒
地
か

活
性
化
に
力
点
軽
置
き
一７
フ
レ

伊
らヽ
地
ち
が
脱
却
て
±
５
級
停

の
機
会
で
ふ
３
て
考
れ
て
い
■

■
６
チ
ャ
シ
ス
ｔ
逹
伊
古
毎
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
一副
本

長
い
．生
ュウ
田
毎
蘇
電
ξ
策
ド
鋒

験
ｔ
古
政
に
生
い
す
こ
ヒ
付
で

キ
）、
国
こ
の
連
携
奮
密
に
し
ネ
・

ツ
ト
ワ
ー
ク
め
た

だ
宅
団
う
こ

こ
が
で
き
３
人
物
か
“
難

で
ふ

５
ど
考
ん
受
寄
行
政
の
孵
蹂
ｔ

丼
った
回
９
響
暑
」Λ
督
し
た
。

森

下
ふ
議
は
２
間
で
、
①
回

０
脇
ξ
ｔ
妥
一ふ
と
し、
つヽ
こ
ど
に

つ
い
て
、
ホ

ぬ
童
王
性
、
士
碑

柱

に
ト

レ、
て
、
独
自
に
＾
ｔ
ｔ
員

て
Ｋ
Ｙ
い
う
占
〕て
と
≫
行
い
か
、

０

‘
鶴
か
ら
み
た
継
綿
確
の
競

鰺
、
風
ｐ
聯
竹
奮
饉
係
く
を
け

ざ
３
２
得
存

レ、
ど
け
２
畠
貯
Ｙ
‘

艶
ぢ
６
お
い
た
し
Ｂ
１３
営
ら
し
て

や

イヽ厖
え
多
か
と
寝
Ｍ
ａ

２
閣
の
管
卑
博
訴
面
あ
響
曾

で
な
略
。
本
像
議
は
‐
わ
腋
山

本
轟
硬
ホ
ー
ム
ペ
ー
プ
で
生
中

継
Ｋ
鋒
口
と
見
６
二
て
が
で
き

ま
す
の
で
、
ゴ
鷲
＜
む
さ
い
。

籍
暉
な
年
金
①
雄
接
ず
拡
大

学
格
自
衛
政
権
か
、
は
的

年
金
繕
近
金
の
燥
播
ず
０
転

大
に
向
け
た
族
計
ｔ
加
達
し

て
いま
す
。
由
閣
改
造
で
は
，

年
金
積
五
金
ｔ
担
当
す
３
厚

生
労
働
組
に
．
根
っか
ちヽ
の

峰
授
替
権
た
論
残
で
あ
３
塩
路

恭
侯
二
π菅
一易
長
菅
ど
任
ら
し
‐

又則
の
ぶ
り
澤
勢
茎
際
土
た
廿
ス

レ、
ま
す
。

年
と
積
主
金
は
、
約
′
３
ｏ

兆
円
に
の
ぽ
り
．
厚
学
知
が
所

管
す
３
笑
二
暇士
金
管
理
遅
鋼

織
Ｉ
活
球
義
人
が
管
理
・
運
用

し
て
い
ま
す
。
藩
立
金
磨

恭

子
林
な
じ
に
還
印
し
得
た
収
入

ｔ
客
像
総
村
に
一”用
し
ま
す
ザ

厚
帯
右
は
一一糸
ま
で
．
中
壺

理
申
ぜ
彙
ご

と
し
て
お
り
．

り
χ
ク
プ
聾
雰
的
雑
い
と
さ

米
ζ
国
内
倍
若
に
６
動
と
ふ

轟

ど

民

触

欝

、

丼
Ｑ
産埋
准
ム
て
て
い
ま
す

ウ
磨
計越
は
、
国
面
積
券

で
の
運
甲
ｔ
誠
う
レ
、
リ
ス

ク
の
心
い
株
子
不
都
を
サ
管

ち
で
①
逃
印
比
秦
ｔ
嵩
φ
０

う
と
で
つ
の
で
す
。

な
ぜ
□
山
警
甲
左
副
市
長
に
す
ｂ


